
　
先
日
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
千
葉
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
「
二
十
歳
を
祝
う
会
・
新
年
会
」
に
お

い
て
、
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
の
そ
の
立
派
な

姿
に
感
慨
深
く
な
る
と
同
時
に
、
み
ら
い
工
房
創
立

か
ら
早
く
も
十
四
年
が
経
過
し
た
の
だ
、
と
時
の
流

れ
の
速
さ
を
改
め
て
痛
感
致
し
ま
し
た
。
今
年
は
職

員
余
興
に
て
〝
み
ら
い
バ
ン
ド
〟
の
演
奏
が
あ
り
、

演
奏
者
自
身
も
心
か
ら
楽
し
み
奏
で
る
迫
力
あ
る
音

楽
が
、
利
用
者
の
皆
様
の
心
に
も
響
き
笑
顔
を
生
む

と
、
会
場
全
体
が
感
動
と
喜
び
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

み
ら
い
バ
ン
ド
は
有
志
職
員
が
多
忙
の
中
、
時
間
を

作
っ
て
集
ま
り
、
中
に
は
疲
れ
た
体
で
（
そ
う
で
な

い
方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
）
一
生
懸
命
練
習
を

し
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。「
み
ん
な
に
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
、
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
シ

ン
プ
ル
で
は
あ
り
ま
す
が
、
と
て
も
大
切
な
こ
の
気

持
ち
が
、
バ
ン
ド
練
習
で
の
職
員
た
ち
を
根
底
か
ら

支
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　
私
自
身
、
現
在
は
総
務
部
に
所
属
し
て
お
り
、
以

前
に
比
べ
残
念
な
が
ら
利
用
者
様
と
接
す
る
機
会
も

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
み
ら
い
バ
ン
ド
の
演
奏
を
聴

き
、
二
〇
一
一
年
の
み
ら
い
工
房
の
オ
ー
プ
ン
か
ら

今
日
に
至
る
ま
で
の
利
用
者
様
と
法
人
の
歩
み
に
想

い
を
馳
せ
る
と
共
に
、
支
援
員
で
あ
る
、
事
務
職
で

あ
る
と
い
う
枠
組
み
以
前
に
一
人
の
人
間
と
し
て
大

切
な
事
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　 

令
和
六
年
度
の
み
ら
い
工
房
は
、
本
誌
に
も
掲
載

さ
れ
て
お
り
ま
す
〝
み
ら
い
工
房
カ
フ
ェ
　
Ｌ
ａ
ｍ

ｐ
〟
や
〝
サ
ー
ド
ス
ペ
ー
ス
み
ら
い
〟
等
、
よ
り

「
地
域
と
の
繋
り
」
や
「
誰
も
が
参
加
で
き
る
福

祉
」
を
意
識
し
た
事
業
展
開
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
法
人
を
支
え
て
下
さ
る
、
利
用
者
様
・

ご
家
族
様
・
地
域
の
皆
様
の
期
待
に
よ
り
一
層
お
応

え
す
べ
く
、
法
人
理
念
に
沿
っ
た
事
業
運
営
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
次
年
度
は
、
法
人
内
の
部
門

に
と
ら
わ
れ
ず
、
横
の
繋
が
り
を
意
識
し
、
多
様
な

職
員
の
団
結
力
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
チ
ー
ム
一

丸
と
な
り
一
つ
一
つ
地
道
に
物
事
に
取
り
組
み
、
皆

様
と
共
に
成
長
し
て
い
く
所
存
で
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
部
長
・
事
務
長
　
久
保
田
智
大
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本
年
も
二
十
歳
を
祝
う
会
・
新
年
会
に
て

幕
を
開
け
た
み
ら
い
工
房

　
令
和
六
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
コ
ロ
ナ
禍
が

明
け
二
年
が
過
ぎ
、
世
の
中
も
新
し
い
生
活
様
式
に

慣
れ
、
以
前
の
穏
や
か
さ
を
取
り
戻
し
て
き
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
み
ら
い
工
房
で
は
四
月
に
沖
縄
県
浦
添
市
に
て
生

活
介
護
事
業
所
・
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
〝
お
お

き
な
Ｗ
ａ
〟
を
開
所
し
、
ご
利
用
者
様
も
徐
々
に
増

え
、
活
気
を
見
せ
始
め
て
い
ま
す
。
沖
縄
県
へ
ご
旅

行
等
の
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
お
立
ち
寄
り

下
さ
い
。
施
設
長
の
呉
屋
翔
太
郎
が
心
を
込
め
て
ご

案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
千
葉
県
千
葉
市
で
は
十
月
に
緑
区
障
害
者
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
〝
サ
ー
ド
ス
ペ
ー
ス
み
ら

い
〟
を
開
所
。
あ
る
時
は
、
精
神
障
が
い
が
あ
る
方

の
居
場
所
で
あ
り
、
時
に
は
親
子
の
居
場
所
で
あ

り…

地
域
の
皆
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
違

っ
た
顔
を
見
せ
る
〝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
〟
の

提
供
を
目
的
と
し
て
運
営
を
開
始
致
し
ま
し
た
。
人

に
は
言
え
な
い
お
悩
み
や
、
生
活
へ
の
不
安
・
困
り

ご
と
等
、
お
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け
る
場
所
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。　

　
十
二
月
に
は
千
葉
県
庁
の
す
ぐ
近
く
に
、
カ
フ
ェ

Ｌ
ａ
ｍ
ｐ
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
店
主
が
丁
寧
に

焙
煎
す
る
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
に
、
茹
で
方
に
こ
だ

わ
っ
た
も
ち
も
ち
麺
の
ナ
ポ
リ
タ
ン
、
は
ー
と
や
の

パ
ン
で
製
造
し
た
ボ
リ
ュ
ー
ミ
ー
な
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ

チ
等
、
お
手
頃
な
価
格
帯
で
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

店
内
も
照
明
や
家
具
に
店
主
の
想
い
が
詰
ま
り
お
洒

落
で
落
ち
着
く
空
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
お
近
く

に
お
越
し
の
際
は
是
非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

　
利
用
者
様
と
職
員
が
共
に
創
り
上
げ
て
い
る
、
各

事
業
所
の
行
事
で
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス

会
、
ま
た
外
出
や
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、
季
節
の
食
事
会
等
、
各

事
業
所
の
個
性
を
発
揮
し
、
充
実
し
た
内
容
と
な
り

ま
し
た
。
令
和
六
年
度
の
利
用
者
一
泊
旅
行
は
、
神

奈
川
、
茨
城
、
山
梨
と
県
外
旅
行
へ
。
温
泉
や
美
味

し
い
食
事
、
宴
会
、
観
光
と
職
員
も
利
用
者
様
と
共

に
楽
し
み
、
と
て
も
良
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。　

み
ら
い
工
房
は
今
年
も
職
員
一
同
、
利
用
者
様
と
楽

し
く
過
ご
す1

年
間
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
部
長
・
エ
リ
ア
長
　
渡
邊
慎
太
郎

旅
行
や
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
は

利
用
者
・
職
員
が
共
に
楽
し
み
ま
す

 　来る２月７日(金)に青葉の森スポーツ
プラザ陸上競技場にて開催された本大
会へ、みらい工房からは１２名の利用
者様が参加されました。当日は天候に
恵まれ、清々しい冬晴れの下、競技が
スタート！1kmを走るマラソン大会に、
１２名全員が参加され、全力で取り組
まれました。午後はタスキをつなぐ駅
伝競技には5名が参加され、思い思いの
走りで見事にみらい工房のタスキを繋
がれました。本大会では本番だけでは
なく練習を通して、普段触れ合うこと
のない、職員や利用者様同士での交流
を深める事が出来たこと。何よりも参
加者一同、怪我なく無事に競技を終え
られたことに安堵しています。来年は
より多くの利用者様が参加できればと
思います。今回活躍された全参加者様
へ拍手をお送り下さいませ！！　　　

スポーツ委員会

S P E C I A L  R E P O R T

千葉市ゆうあいピック
マラソン・駅伝大会のご報告

社会福祉法人みらい工房では計6名の方の
新たな門出“二十歳”をお祝いしました。

20歳を祝う会・新年会

そのうち、1名はおおきな
Waの利用者様です。式典
は事業所にてアットホー
ムな雰囲気のもと行いま
した。



鎌倉

Moments That 
Moved Me

心が動いたあの瞬間

横須賀
YOkosuka

みらい工房
だいちtrip.

茨城
Ibaraki

はーとやのパン
trip.

みらい工房trip.

Kamakura



写真で振り返る
みらい工房の2024年度

▽神奈川県は箱根と八景島を巡った、つむぎのメンバーです。小田原鈴廣の
かまぼこの里では、金目鯛のあぶり御膳に舌鼓を打ち朝食はホテルバイキン
グを楽しみました！理事長も参加の大宴会では、ロシアンシュークリームや
ストッキング相撲で大盛り上がり！利用者様・職員共に日常を忘れて楽しみ
ました。八景島シーパラダイスでは幻想的な空間を思う存分、堪能しまし
た。

Mirai
Gallery-2024

山梨
Yamanashi

みらい工房
おおぞらTrip.

みらい工房
つむぎTrip.

箱根
Hakone

▷おおぞら一泊旅行は山梨
県へ。晴天の河口湖から皆
で望む絶景のMount Fujiは
一生の想い出になりまし
た。遊覧船〝あっぱれ〟に
乗船して、山梨名物ほうと
うもお腹いっぱい愉しみま
した！
マルスワイナリーではフレ
ッシュぶどうジュースをい
ただき、里の駅いちのみや
では県産ブランド米すくい
に挑戦しました。美味しい
想い出がいっぱいの充実し
た旅行となりました。

編集後記
 令和6年度もみらい工房では各エリア・事業所ごとに様々な催しが企画され皆様の笑顔が溢れる一年となりました。旅先では旅館や飲食店、公共施設を利用
する際に、周囲の方のご配慮、お心遣いを頂く場面があったのではないかと思います。職員はご本人様が楽しむだけではなく、ご家族様の安心の為にも周囲
の方にご迷惑にならぬよう見守り体制を整えておりますが、障がいがある方へのバリアフリーだけでは足りない場面もございます。そんな時は、自然に差し
出してくださる誰かの手や温かく見守って下さる目がとてもありがたいものです。そんな社会をユニバーサルデザインと表現するそうです。真のユニバーサ
ルな社会が実現するならば、それは私たちのような支援者を必要としない未来かも知れませんね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報委員会



Cafe
Lamp

心灯す、ひとときを。

Cafe＆Community Space“Lamp”をオープン致しました!
 　令和6年9月に物件が決まり、内装工事を終え、わたしなりのイメージでカウンターや店内装飾
を作り、はーとやのパン直営店として、１２月２日にオープンすることができました。
 初日のオープン直後、「ごはん食べられるの？」と飛び込んできたおじさん。その後も、数回、
職場の方を連れて遊びに来てくれています。近所の絵本屋さんのおばぁちゃんは、わたしの孫
（１０か月）が営業して（娘と手伝いに来て、ぐずって居ての散歩）のおつきあい。年末最後の
日にも、「ここでご飯済ますわ」とお友達と１時間半、おしゃべりをしながら過ごしてくれてい
ました。同じ通りの方は、「さんまさんのご長寿の番組の収録してきました」と、びしっと決め
てのご来店。ほかにも昼休みをここでゆっくり過ごされているOLの方々など、近隣のみなさん
と、ゆっくりした時間を過ごしております。
 こういった場所が、みなさんの活力、息抜き、コミュニティーの場となればと思ってスタートし
ました。少しずつですが、「つながり（Community）」が広がってきているように感じます。
 「Lamp」という名は、「ともしび」＝「人が集まる場、頼りにする場」という願いで決めまし
た。ここが、みなさんの憩いの場となれるよう、いろいろ工夫をしていきますね。
 なお、メニューは自家焙煎の珈琲を中心に、パスタ、ピラフ、ショコラテリーヌ、バスクチーズ
ケーキなどをご用意しております。お近くにお越しの際は、ぜひお立ち寄りください。

みらい工房　はーとやのパン　 西山克也
Cafe＆Community Space Lampお問い合わせTEL:043-307-4144

Lamp Parking
A・C・Ⅾ駐車可能

県警本部
県庁

県庁前駅

千葉市緑区役所

Third
Space
Mirai

Free Space×Third Placeで創るMirai空間へ
　　緑区障害者基幹相談支援センターでは、千葉市緑区内にお住まいの方々や地域の関係諸機関より、様々な
相談をお受けしています。 地域で生活する障害がある方のなかには、社会との関わりを持つ機会が少なく、自
宅に閉じこもりがちな方もいます。また、障害特性があるが故に社会参加の機会が限られている方がいます。
そして、障害を問わず誰もが安心して過ごせる居場所や社会参加を促す支援を求める声が多く寄せられます。
そういった声をもとに「地域と共にみんなのみらいを創造する」という社会福祉法人みらい工房の基本理念の
具現化として、地域住民（緑区民）と一緒に、障害の有無の垣根を超えて、人とのつながりや地域交流、居場
所として「サードスペースみらい」を開設しました。
 　この〝サードスペース〟ですが、次の①＋②を組み合わせた造語で、未来（みらい）に向かっての過程（通
過点）を意味します。
①人とのつながりや地域交流の自由な空間（フリースペース）
②誰もが安心して過ごせる第三の居場所（サードプレイス）
 「サードスペースみらい」は、JR鎌取駅、おゆみ野四季の道や緑区役所、鎌取コミュニティセンターからも近
く利便性の良い場所にあります。また、障害者基幹相談支援センターを併設し、地域における相談支援や福祉
サービスにつなぐ役割も必要に応じて行います。
【生活相談/生活支援】【居場所】【活動/地域交流】として、「サードスペースみらい」をご活用ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緑区障害者基幹相談支援センター　管理者　由良亮人
サードスペースみらいお問い合わせTEL:043-312-4891

ひとりでも、
みんなでも。

イオンスタイル鎌取

サードスペース
みらい

南口

夏の道

緑区役所入口

大和橋

千葉東建設
AIGIS

Lamp

JR鎌取st.


